
様　式　イ

平 成 20 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）

計画体系ｺｰﾄﾞ 1-1-3 3-2-3 事業名 福祉と多世代のふれあい公園づくり事業

担 当 環境局みどりの推進部みどりの推進課　　　桑島　　℡211-2522
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　高齢者・障がい者施設が周辺に位置する既設公園におい
て、誰もが使いやすい施設整備のほか、整備後の活用・運営
の検討を行う。
　また、子育て支援の充実を目的として、地域主体で実施して
いる「子育てサロン」や「子育てサークル」の開催場所と近接し
た既設公園内に、乳幼児を対象とした、安全・安心な「キッズ
コーナー」を設け、親子同士のふれあいや、親同士の出会い
によって得られる情報の交換の場を提供する。

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
○平成20年度
・福祉施設と連携した公園(バリアフリー公園)
白石東公園　実施設計・工事・ワークショップ
・キッズコーナー
実施設計　5ヵ所
○平成21年度
・福祉施設と連携した公園(バリアフリー公園)
実施設計・ワークショップ　1カ所
・キッズコーナー
実施設計　5カ所　工事　5カ所
○平成22年度
・福祉施設と連携した公園(バリアフリー公園)
工事　1カ所
・キッズコーナー
工事  5カ所
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平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
○事業内容
ワークショップ　3回、福祉の公園づくり会議　2回

○事業内容
・福祉施設と連携した公園(バリアフリー公園)
白石東公園(近隣公園・10,782㎡・白石区平和通16丁目北)
実施設計・工事・ワークショップ
・キッズコーナー
実施設計　5カ所

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
18年度末
(現　　状)

19年度末
(実　　績)

20年度末
(予　　定)

21年度末
(予　　定)

22年度末
(予　　定)

22年度末
(目　　標)

バリアフリー公園数（累計） 2カ所 2カ所 3カ所 3カ所 4カ所 4カ所

乳幼児キッズコーナー数(累計) － － － 5カ所 10カ所 10カ所

■市民との連携、市民参加
　地域や福祉施設を対象として、各施設で行われている取り組みなどを取り入れながらワークショップを開催し、市民との意見交換の
場や相互理解を深める場を提供し、市民が公園づくりに参画することで、公園に対する意識や市民自治の向上を図っている。

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]　－
　 [人材協力]　－
　 [情報協力]　－
　 [その他の協力]　－

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり
　ワークショップ開催時には、福祉施設が取り組んでいる「キャンドルづくり」や「障がい者も楽しめる軽スポーツ」などを取り入れなが
ら、子どもから大人までが参加しやすい環境づくりに取り組むと共に「ニュースレター」を配布するなど情報提供にも努めた。

市 民 ・ 企 業 等 と の 協 働 の 状 況 （ 市 民 ・ 企 業 等 の 参 加 、 支 援 、 協 力 の 状 況 ）



様　式　イ

事　業　費　の　進　捗　率 　（19年度実績事業費＋20年度予算事業費） ／ （計画事業費） 18.1%
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平 成 20 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ） （単位：千円）

事業名 福祉と多世代のふれあい公園づくり事業

評    価　（　成　果　） 課    題

計画体系ｺｰﾄﾞ 1-1-3 3-2-3

　ワークショップによる交流を通じて、障がいを持つ人や健常者も
お互いに理解し合う良い機会が提供された。また、公園整備後に
は、住民主導による管理・運営が達成されれば、公園を介して
「ふれあいやぬくもり」が生まれる場として活用されると考えられ
る。

　施設といったハード面の整備が進む一方で、地域による公園の
管理・運営をいかに進めるかが課題であり、今後、公園を地域の
コミュニティーの場として活用していただくには、清掃などの維持
管理にとどまらず、地域や福祉施設などが連携し、レクリエーショ
ンやイベントの実施など運営管理に住民や福祉施設が企画段階
から参加してもらう仕組みづくりを考える必要がある。
　また、既設公園の周辺に福祉施設がある地域は限られているこ
とから、高齢者施設なども視野に入れながら候補地を選定する必
要性がある。

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
　福祉施設と連携した公園づくりについては、平成20年度 白石東公園の供用開始に向け事業を進める。また、次の整備候補地に
ついて、保健福祉部と連携しながら早期に検討し、平成22年度の供用開始に向け事業を進めていく。

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 22年度 計20年度 21年度

計　画

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債
そ の 他
一 般 財 源

0 0
67,500 238,500

予　算

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債
そ の 他
一 般 財 源

0 0

実　績

事 業 費

市 債
そ の 他

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金 0
00

《全体》
　－
[19年度]
　－
[20年度]
　福祉施設と連携した公園(バリアフリー公園)　1カ所の設計・工事予定が21年度以降に変更

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源


